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ABSTRACT

The Twin Linac Pulse Radiolysis System (TWIN LINAC) of NERL/UT was 

operated for 924 hours in 1990.

A new pulse radiolysis system by using laser diodes has been deve1 op­

ed. T h e new system was named the "Laser-Linac Pulse Radiolysis System ( 

LL TWIN LINAC)'

In the twin linac and LL twin linac, triggers for the grid modurator 

were switched on and off by very fast ECL-IC circuit to obtain the tr- 

ansient absorption. To improve the stablity of beams , the circuit was 

replaced with the mercury switch circuit.

東 大 ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク の 現 状
1 . は じ め に

東 大 ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク の 現 状 に つ い て 報 告 す る 。 加 速 器 の 改 修 は 1 9  8 7, 

8 8 年 度 に 行 わ れ ， 8 9 年 度 か ら 利 用 が 開 始 さ れ た 。 図 1 に 示 す よ う に ， 運 転  
時 間 の 年 度 別 グ ラ フ か ら も 8 7 年 度 か ら の 改 修 に よ る 運 転 時 間 の 減 少 が 3 年 間  
ほ ど あ っ た 。 し か し ， そ の 後 は 順 調 に 稼 働 し て お り ， 運 転 時 間 は 改 修 以 前 に 匹  
敵 す る 稼 働 時 間 で あ る 。

ま た 改 修 に よ り 1 8 M e  V の 加 速 器 の 電 子 銃 は ， E I M A C 社 の Y  —  7 9 6 の 
ほ か に Y  —  6 4 6 E の 取 り 付 け が 可 能 な よ う に 改 良 も 行 わ れ ， 高 品 質 な パ ル ス  
電 子 ビ ー ム の 発 生 ， 加 速 の 研 究 が 行 わ れ て い る 。 ま た ， 2 8 M e V の 加 速 器 と  
半 導 体 レ 一 ザ 一 （平 均 パ ル ス 半 値 幅 3 0 p s ) の シ ス テ ム を ， ツ イ ン ラ イ ナ ッ  
ク と 同 様 の 運 転 形 態 で 吸 収 測 定 の デ ー タ を 取 得 す る L  a s e r 一 L i n a c 

ツ イ ン シ ス テ ム （L L ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク ） の 一 部 の 改 良 を 行 っ た 。 そ の 改 良  
は ， ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク シ ス テ ム の 安 定 化 に も つ な が り ， 可 視 か ら 赤 外 領 域 に 及  
ぶ ]：L ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク の ピ コ 秒 オ ー ダ ー の 吸 収 実 験 が ， 安 定 し て S N 比 の 良  
い デ 一 夕 が 得 ら れ る よ う に な っ た 。

2. L L ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク の 改 良
L  L ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク シ ス テ ム は ， ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク 時 と 違 い 2 台 の 加 速 器  

を 運 転 せ ず に ， 1 台 の 加 速 器 と 半 導 体 レ ー ザ ー を 用 い る 。 こ の シ ス テ ム は 半 導  
体 レ ー ザ — を 分 析 光 源 と し て 用 い る の で , チ ェ レ ン コ フ 光 を 用 い た ツ イ ン ラ イ  

ナ ッ ク の よ う に 多 く の 波 長 に つ い て 計 測 は で き な い が ， ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク で は
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計 測 で き な か っ た 1 5 0 0 n m な ど の 長 波 長 側 の ピ コ 秒 オ ー ダ 一 の 吸 収 測 定 が  
で き る よ う に な っ た 。

と こ ろ で ， ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク 及 び L L ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク シ ス テ ム で は ， 同 期  
化 卜 リ ガ の 不 規 則 な O N / O F  F を 行 う 。 こ の 同 期 化 卜 リ ガ の 不 規 則 な コ ン 卜  
ロ 一 ル に よ り ， ジ ッ タ 一 が 増 加 し て い た 。 そ こ で E C  L - I  C を 用 い た 同 期 化 卜  
リ ガ の ゲ ー ト 回 路 を ， 水 銀 ス イ ッ チ を 用 い た ゲ ー ト 回 路 に 置 き 換 え た 。

改 良 を 行 っ た 箇 所 の ブ ロ ッ ク 図 を 図 2 に 示 す 。 水 銀 ス イ ッ チ を 用 い た ツ イ ン  
ラ イ ナ ッ ク 及 び L L ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク の 同 期 化 ト リ ガ の ゲ ー ト 回 路 は ， 水 銀 ス  
イ ッ チ の 駆 動 時 間 に 同 期 化 卜 リ ガ ， 電 子 銃 及 び ク ラ イ ス ト ロ ン パ ル サ ー 等 の タ  
イ ミ ン グ を 遅 延 さ せ る 遅 延 器 と デ ー タ を 取 得 す る マ ル チ パ ラ メ ー タ と の タ イ ミ  
ン グ を 合 わ せ る た め の 3 台 の 遅 延 器 が 入 っ て お り ， 多 少 複 雑 に な っ て い る 。

こ の 改 良 で 図 3 の よ う に ， E C L 回 路 に よ る ゲ ー ト 回 路 使 用 時 と 水 銀 ス イ ッ  
チ に よ る ゲ ー 卜 回 路 使 用 時 と で は ， 水 銀 ス イ ッ チ に よ る 方 式 で ジ ッ タ ー の 減 少  
の 改 善 が 見 ら れ た 。

水 銀 ス イ ッ チ に よ る 同 期 化 卜 リ ガ の ス イ ッ チ ン グ で ， 2 8 M e V の 加 速 器 の  
ピ コ 秒 シ ン グ ル ビ ー ム の 平 均 電 流 値 の 安 定 度 を 測 定 し た 結 果 は ， 図 4 の よ う に  
1 時 間 の 記 録 で 土 1 . 3 % と ， 非 常 に 良 い 安 定 度 が 得 ら れ る よ う に な っ た 。

ま た ， L L ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク で 使 用 し て い る 半 導 体 レ ー ザ ー シ ス テ ム は ， 浜 
松 フ オ 卜 ニ ク ス 社 の P L P  — 0 1 で ， そ の レ 一 ザ 一 へ ッ ド の 8 0 6 n i nのパノレ 
ス 光 の 代 表 的 な パ ル ス 光 波 形 を 図 5 に 示 す 。 こ の シ ス テ ム の パ ル ス 光 の 半 値 幅  
は ， 約 3 0 p s が 最 小 パ ル ス 幅 で あ る 。 そ し て 半 導 体 レ 一 ザ 一 の 発 振 波 長 は ， 
可 視 か ら 長 波 長 ま で 6 種 類 ほ ど 揃 っ て い る 。

と こ ろ で ， L L ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク シ ス テ ム で 得 ら れ る 時 間 分 解 能 は 約 4 0 p 
s と ， ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク シ ス テ ム の 2 0 p s に は 及 ば な い 。 し か し 9 ツ イ ン ラ  
イ ナ ッ ク シ ス テ ム で S N 比 か ら 計 測 で き な か っ た 長 波 長 側 の 吸 収 実 験 も 行 え る  
よ う に な っ た 。 例 え ば n-dodecaneの 8 0 6 n m の 吸 収 測 定 も 図 6 の よ う に ， 同 
期 化 卜 リ ガ の 安 定 し た 切 り 替 え が 水 銀 ス イ ッ チ を 用 い た 制 御 回 路 で ， 更 に 精 度  
良 く 吸 収 実 験 が 行 え よ う に な っ た 。

3. L  L ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク の 受 光 シ ス テ ム の 変 更
ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク 時 に は ， 受 光 素 子 と し て フ ォ ト マ ル を 用 い ， そ の 信 号 を  

電 荷 増 幅 器 で 増 幅 し て ， さ ら に A / D 変 換 し た 後 で マ ル チ パ ラ メ 一  タ に 格 納 す  
る。 格 納 し た デ 一 タ を 計 測 終 了 後 に パ ソ コ ン で デ ー タ 解 析 を 行 う シ ス テ ム が 構  
築 さ れ て い た 。 L L ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク 時 に は ， 受 光 素 子 を フ ォ ト マ ル か ら P I 

N フ ォ ト ダ イ オ 一 ド に 変 更 し た こ と で S N 比 が 改 善 さ れ ， し か も 取 り 扱 い が 簡  
単 に な っ た 。
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図 2 . ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク 及 び  
L L ツ イ ン ラ イ ナ ッ ク  
時 に 於 け る 同 期 化 ト リ ガ  
の A B C モ ー ド の 振 り 分 け  
方 式 の 変 更 '
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図 3 . 同 期 化 卜 リ ガ の 振 り 分 け
方 式 に よ る ジ ッ タ ー の 増 減  

( E # C.  L . 回 路 方 式 と  
水 銀 ス イ ッ チ 回 路 方 式 ）
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図 5 . 半 導 体 レ - 
出 力 波 形
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